
連絡先：自動車局　審査・リコール課　リコール監理室

ＴＥＬ：０３－５２５３－８１１１ 内線４２３５４

アドレス：http://www.mlit.go.jp

リ コ ー ル 届 出 一 覧 表

リコール届出日：平成 ２９年 ２月 ３日

リコール届出番号 リコール開始日 平成 ２９年 ２月 ３日

コベルコ建機株式会社

問い合わせ先：品質保証部

代表取締役社長 　楢木　一秀 TEL：０８２－９４３－５２８０

不 具 合 件 数 事 故 の 有 無

発 見 の 動 機 市場からの情報による

・使用者：ダイレクトメールまたは直接訪問にて通知する。

・自動車分解整備事業者：弊社の指定サービス工場に通知する。

・改善実施済車には、キャブドアストライカ付近にNo.３９７３の

 ステッカを貼付する。

　リコール対象車の車台番号
車  名 型   式 通  称  名 　(シリアル番号)の範囲及び 備  考

 　製作期間 

コベルコ

コベルコ

コベルコ

CM03 「MK650」 平成26年12月22日～平成28年2月16日 4台

CM03L-02002～CM03L-02021
CM03L 「MK650」 平成26年12月5日～平成28年12月9日

JDS-EE02

（計3型式） (計2車種) 289台
（製作期間の全体の範囲）

平成20年6月25日～平成28年12月9日

CM03-02004～CM03-02010

11台

EE02-10005～EE02-11095
平成20年6月25日～平成25年3月31日

動力伝達装置（油圧ギヤポンプ）

無し２件

３９７３

274台

 リコール対象車
の台数

「RK250-7」

届出者の氏名

不具合の部位(部品名)

基準不適合状態にあると
認める構造、装置又は性
能の状況及びその原因

改善措置の内容

自動車使用者及び自動車
分解整備事業者に周知さ
せるための措置

ホイールクレーンの油圧ギヤポンプにおいて、ギヤポンプを構成するタイボルトの強度が不足
しているため、走行時等の振動によって亀裂が生じることがある。そのため、そのままの状態
で使用を続けると、亀裂が進展して折損し、最悪の場合、作動油が漏れて走行および操舵不
能となるおそれがある。

全車両、油圧ギヤポンプを対策品に交換する。


